
謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

新
年

号
新

年
号

令
和
８
年

令
和
８
年

写
真

撮
影

／
神

　
秀

次
郎

さ
ん

（
鶴

田
写

真
ク

ラ
ブ

）

11
  

N
o
.

N
o
.7

8
3

7
8
3

2
0
2
6

2
0
2
6

広
報

広
報

鶴
と
国
際
交
流
の
里

鶴
と
国
際
交
流
の
里

T
S
U
R
U
T
A

T
S
U
R
U
T
A



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で

年
の
初
め
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
が
続
き
、
家
庭
の
暮
ら
し
や
事
業
者
の

経
営
に
大
き
な
影
響
が
及
び
ま
し
た
。
町
で
は
、
水

道
の
基
本
料
金
の
免
除
な
ど
、
町
民
生
活
を
守
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
も

引
き
続
き
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
町
民
に
寄
り
添
っ
た
施
策
を
強
化
し
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
候
変
動
を
要
因
と
す
る
人
里
へ
の
熊
出

没
の
ほ
か
果
樹
へ
の
有
害
鳥
獣
の
被
害
が
全
国
的
に

増
加
し
、
当
町
に
お
い
て
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
設
置
し
、

狩
猟
免
許
取
得
費
助
成
事
業
の
実
施
な
ど
対
策
を
講

じ
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
県
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
さ
ら
に
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

　

鶴
の
舞
橋
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
か

年
に
わ
た
り
大
改
修
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
３
月
末
で
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で

す
。
４
月
に
は
鶴
の
舞
橋
改
修
工
事
完
成
記
念
式
典

を
開
催
し
、
通
年
で
渡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
観
光
や
地
域
振
興

の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

　

中
学
校
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
進
め
て
き
た
外
部
改
修
工
事
を
終
え
、
令
和
７
年

度
か
ら
は
新
た
に
校
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

向
け
て
行
っ
て
き
た
実
施
設
計
も
完
成
す
る
こ
と
か

ら
、
来
年
度
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
に
着
手

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
次
代
を

担
う
子
ど
も
を
育
成
す
る
義
務
教
育
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

当
町
に
移
転
し
て
３
年
目
と
な
る
下
山
学
園
高
校

は
、つ
る
た
ま
つ
り
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、昨
年
は
「
ふ

る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の
製
作
に
挑
戦

す
る
な
ど
、
町
の
魅
力
発
信
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
、
今
年
４
年

目
に
入
る
地
元
の
高
校
で
あ
り
、
大
巻
出
身
の
故
下

山
弘
氏
が
創
設
し
た
下
山
学
園
高
校
に
対
し
、
連
携

を
図
り
な
が
ら
支
援
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

旧
水
元
中
央
小
学
校
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
「
ツ
ル
タ
ラ
ボ
」
は
、
開
設
か
ら
１
周
年
を

迎
え
、
地
域
住
民
や
事
業
者
、
学
生
な
ど
多
く
の
方
々

の
交
流
と
挑
戦
の
場
と
し
て
利
活
用
が
進
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
、様
々
な
活
動
が
育
ま
れ
る
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
な
る
活
用
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
に
つ
い
て

は
、
令
和
９
年
度
に
50
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
そ
の

年
の
記
念
事
業
と
し
て
は
記
念
誌
製
作
や
親
善
訪
問

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
そ
の
50
周
年

記
念
事
業
に
向
け
て
の
機
運
を
醸
成
し
て
い
く
た
め
、

様
々
な
場
面
で
町
内
外
に
向
け
て
情
報
発
信
し
周
知

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
新
た
な
地
方
創
生
施
策
を
は
じ
め
、
未
来
に
繋

が
る
分
野
で
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ま

ず
は
、
物
価
高
騰
対
策
を
最
優
先
に
取
り
組
み
な
が

ら
、「
若
い
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
て
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
や
か

で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 鶴田町長

相川　正光

年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
に
あ
た
っ
て

新年のごあいさつ
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初
春
を
迎
え
て

初
春
を
迎
え
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８

年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い

初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
記
録
的
な
大
雪
に
始

ま
り
、
夏
は
真
夏
日
が
２３
日
続
い
た
記
録
的
な
猛
暑
、

そ
し
て
年
末
に
は
青
森
県
東
方
沖
地
震
に
よ
り
震
度

５
弱
の
強
い
揺
れ
を
観
測
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も

町
民
の
皆
さ
ま
が
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
何
よ
り

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
の
基
幹
産
業
の
農
業
で
あ
り
ま
す
が
、
コ
メ
に

つ
い
て
は
、
高
温
障
害
な
ど
の
被
害
は
限
定
的
で
あ

っ
た
も
の
の
、
田
植
え
期
以
降
の
低
温
の
影
響
に
よ

り
、
コ
メ
の
出
来
具
合
を
示
す
新
し
い
指
標
「
作
況

単
収
指
数
」
は
津
軽
で
９８
と
な
り
、
平
均
を
や
や
下

回
る
収
量
と
な
り
ま
し
た
。
価
格
は
「
令
和
の
コ
メ

騒
動
」
と
騒
が
れ
た
前
年
か
ら
続
く
高
騰
に
よ
り
、

政
府
が
備
蓄
米
を
放
出
す
る
な
ど
対
策
を
し
ま
し
た

が
、
コ
メ
の
店
頭
販
売
価
格
は
依
然
と
し
て
高
値
が

 鶴田町議会議長

加賀谷　忠榮

続
い
て
お
り
ま
す
。
つ
が
る
に
し
き
た
農
協
に
お
け

る
コ
メ
の
生
産
者
概
算
金
に
つ
い
て
も
、「
ま
っ
し
ぐ

ら
」「
は
れ
わ
た
り
」
が
３
万
円
、「
青
天
の
霹
靂
」

が
３
万
４
千
円
で
過
去
最
大
を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

り
ん
ご
に
つ
い
て
は
、
雪
害
や
干
ば
つ
な
ど
の
影

響
に
加
え
、
カ
メ
ム
シ
や
鳥
に
よ
る
被
害
な
ど
も
あ

り
、
収
穫
量
は
減
少
と
な
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
が
、

仕
上
が
り
は
良
好
と
の
こ
と
で
、
前
年
以
上
に
高
値

傾
向
で
取
引
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
に
つ
い
て
は
、
猛
暑
や
雨
不
足
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
糖
度
が
十
分
に
乗
っ

た
上
出
来
な
仕
上
が
り
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
「
鶴
の
舞
橋
」
で
す
が
、
３
か
年

に
わ
た
る
大
規
模
改
修
工
事
が
最
終
年
度
と
な
り
、

今
年
の
春
に
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
鶴
の
舞
橋
」
で

た
く
さ
ん
の
観
光
客
を
お
迎
え
し
、
賑
わ
い
を
み
せ

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ツ
ル
タ
ラ
ボ
」

（
旧
水
元
中
央
小
学
校
）
で
は
、
多
種
多
様
な
企
画
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が

訪
れ
る
な
ど
、
町
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
施
設
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
日
本
各
地
を
騒
が
せ
た
の
が
、
ク

マ
で
あ
り
ま
す
。
当
町
で
も
、
富
士
見
湖
パ
ー
ク
や

旧
幸
樹
園
付
近
に
ク
マ
が
出
没
し
ま
し
た
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
な
生
活
を
送
っ
て
い
く
上
で
、

ク
マ
対
策
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
議
会
は
、
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
対
応

す
べ
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
会
議
を
推
進

す
る
ほ
か
、
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
町
広
報
誌
に
定
期
的
に
議
会
活
動
報

告
を
掲
載
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
議
会
の
動
画
配
信
に
つ
い
て
も
計
画
を
進

め
て
お
り
、
今
後
も
行
政
へ
の
監
視
機
能
の
役
割
を

十
分
に
果
た
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意
思
を

町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
議
員
一
同
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
健
や
か
で
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新年のごあいさつ
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２０２５２０２５ 鶴と国際交流の里 鶴と国際交流の里
鶴田町のトピックス鶴田町のトピックス

　町の小中学生が６年ぶりに、友好交流都市の鹿児

島県さつま町を訪問しました。

さつま＆つるたにぎりまんま塾

７月

　ねぶた運行やミニライブ、つる凧あげ大会などさ

まざまな催しが行われました。

つるたまつり 2025

８月

　山道町内会は３年に１度の岩木山神社への大しめ

縄の奉納を行いました。

山道町内会　大しめ縄奉納

８月

　コロナ禍で成人式が中止となった 2020年度新成人

を対象にした「二十五歳の集い」が開催。

二十五歳の集い

９月

　「豪雪対策本部」を設置。除雪部隊が結成され、倒

壊の恐れがある住宅の除排雪が行われました。

豪雪災害対策本部を設置

１月

　3月 13日から 19日の日程で、町の中学生 16人が

姉妹都市フッドリバー市を訪問しました。

第 37 回中学生大使フッドリバー訪問団

３月

　「鳥獣被害対策実施隊」の発足や狩猟免許取得を促

すための補助金を創設。

有害鳥獣対策

４月

　町民 19チーム 600人が参加。子どもからお年寄り

まで老若男女が楽しみました。

町民ふれあいスポーツフェスティバル

７月

42026年（令和８年）１月号



　６期 17年にわたり農業委員会委

員の職にあり、農業委員会活動に精

励し地域農業の振興に寄与されまし

た。

　12月 25日（木）、青森県りんご品評会褒賞授

与式が行われ、鶴田町のりんご農家の方々が受

賞しました。

▽青森県りんご品評会
【団体の部】

・�品種：サンふじ・シナノゴールド　金賞

　全県第８席《青森県知事賞》　野木支会

【個人の部】

・品種：王林　金賞　佐藤　拓真

町政等の発展にご尽力された方々 を表彰町政等の発展にご尽力された方々 を表彰

◆特別功労褒賞

瓜田 良一氏（尾原）

　12月 18日（木）、町国際交流会館で、「令和７年度　鶴田町褒賞等授与式」が開催されました。行政や社会

福祉の向上などの各分野で町政等の発展に貢献された９人の個人が受賞し、褒賞や感謝状が贈られ、功績をた

たえました。
※写真は式典に出席された方および写真提供のあった方のみを掲載

鶴田町褒賞受賞者

令和７年度　鶴田町褒賞等授与式

　６期 18年にわたり

農業委員会委員の職

にあり、この間会長

の重責を９年間務め

られ、農業委員会の

組織運営と地域農業

◆功労褒賞

　３期９年にわたり農業委員会委員

の職にあり、この間水稲部長を務め

られ、農業委員会活動に精励し地域

農業の振興に寄与されました。

髙橋 洋美氏（東瀬良沢）

　18年にわたり保健協力員として、

住民の健康増進と保健福祉の向上を

図り、地域住民の健康づくりに寄与

されました。

小野寺 精子氏（山道）

　26年にわたり食生活改善推進員

として、住民の食生活改善と食育の

推進を図り、地域住民の健康づくり

に寄与されました。

尾崎 稚子氏（大巻）

感謝状贈呈 （叙勲）

◆旭日単光章

　多年にわたり鶴田

町議会議員として、

公共の福祉向上と地

方自治の振興発展に

寄与されました。

故・須郷 陸奥雄氏（境）

◆瑞宝単光章

　多年にわたり消防

職員として、消防行

政に精励され、公益

と民生の安定に寄与

されました。

笹森 武雅氏（桜町）

　多年にわたり伝統

工芸業務に精励され、

津軽塗伝統工芸士会

会長として、技能者

の地位向上と後継者

の確保に努められ、

坂本 彰彦氏（西瀬良沢）

成田 春光氏（相原町）

業界の振興発展に寄与されました。

の振興に寄与されました。

　22 年にわたり食生活改善推進員

として、住民の食生活改善と食育の

推進を図り、地域住民の健康づくり

に寄与されました。

齋藤 洋子氏（亀田）

りんごの栽培技術を称える

5 広報つるた　No.783



⑤�南部地方の郷土料理で、ウニとアワビ

を使ったお吸い物

⑥�鶴田町に伝わる五穀豊穣を願い、穀物

の種子で一枚の絵をつくる

⑦�青森県が生産量日本一で田子町が名産

地の野菜

⑧�岩木山周辺で栽培される甘みが特徴の

トウモロコシ

⑨�十二湖の一つで、コバルトブルーの美

しい湖

ークワーズに挑戦 !

　右のクイズの答えをシークワーズのマス

から探し出し、余ったマスを左上から1行

ずつ右に読むと、答えが導き出されます。

応募締切

2/4
（水）

必　着

◎賞品提供
　道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」

　（株）幡龍

【クイズの解き方】

青森県に

関する

ハ ネ ト ツ ヤ ヨ イ ガ

ケ ノ シ ル イ ツ ガ ス

ル イ ナ リ ワ フ カ チ

セ イ カ ン キ ユ ダ ユ

ア オ モ リ サ ニ ケ ー

オ シ ト ギ ン マ キ ベ

イ チ ゴ ニ メ ジ ミ ン

ケ ミ ク ロ マ グ ロ コ

　　　文字

①�「神様にお供えするもち」という意

味を持つ津軽の郷土料理●●●もち

②青森ねぶた祭の踊り手

③�豪雪地帯としても有名な酸性泉の●

●●温泉

④�つがる市にある「千本鳥居」が有名

な高山●●●神社

⑤�名前のとおりサヤが毛深い枝豆

シ

３

　　　文字

①�「津軽の七草粥」とも言われる根菜

や凍み豆腐などを細かく刻んだ汁

②�「第 10回青森県全国ゆるキャラす

もう大会」の優勝者

③�青森県立美術館にある巨大な白い犬

の彫刻の作品名は●●●●犬

④�青森県と北海道を結ぶ●●●●トン

ネル

　　　文字

①�津軽富士とも呼ばれる青森県の最高峰

②�大間産が有名。海の黒いダイヤとも呼

ばれる

　　　文字

①�鶴田町の特産品でニューヨーク生まれ

のブドウ

・縦・横・斜めに読む

・文字の大小の区別なし

・１つのマスを複数回使う場合あり

ル
ー
ル

５４

６

クイズクイズ 指定された文字数に合う答えを探そう。

　はがきに答え、住所、 氏名（未成年の方は保護者名も記入）、年齢と

広報に対するご意見やご感想などを書き、次の宛先までお送りください。

　　〒 038-3595　鶴田町大字鶴田字早瀬 200-1

　　鶴田町役場企画交流課　計画係　行

　正解者の中から抽選で、下記の賞品をプレゼントします。

応募方法

【道の駅つるた】 スチューベン大福 （6 個） 引換券

【（株） 幡龍】　幡龍　御食事券 1,000 円分

10 名様

5 名様

ス ポ ン ジ ホ

サ ン マ ウ ク

ハ タ キ ス ロ

バ ケ ツ ー ク

タ タ ワ シ ス

★ 12 月号の答え 【12月号の解答】

「サンタクロース」 

○キーワード（掃除道具）

【12 月号当選者 （応募総数 24 通）】

PN「あかねのばあば」さん、髙橋実努利さん、棟方
ゆりあさん、佐藤篤子さん、PN「にゃんこ先生」さん

スポンジ、ホウキ、マスク、

ハタキ、バケツ、タワシ

交番あんぜん ・ あんしん通信交番あんぜん ・ あんしん通信

 冬道の交通事故を防止しよう 
　令和６年 12月に発生した交通事故のうち、

約３割が冬道のスリップによる事故です。雪

道はもちろんのこと早朝や夜間は路面が凍結

する恐れがあるので運転に細心の注意を！
 除排雪中の事故を防止しよう 

◆令和６年度の雪害発生状況

【発生状況】

・ 発生件数 ： 180件

・ 被害者 ： 179人

・ 死亡者 ： 10人
１割以上の

スピードダウン

３分以上

早めの出発

２倍以上の

車間距離

ゆとりを持って走ろう　心と時間と車間距離

１ ・ ２ ・ ３で覚えよう！

～冬道の交通事故防止～☃
【発生要因】

　雪害の多くは、除排雪中に

発生しています。

　屋根の雪下ろし中に、はし

ごや屋根から転落した事故が

最も多く、次に屋根雪の落下

による事故が多く発生。

【歩行者の皆さんへ】
　積雪により死角が増えることによって、ドライバ

ーから歩行者が見えにくくなります。

　歩行者は「自分に気づいていないかもしれない」

と慎重に横断するようにしましょう。

☃

62026年（令和８年）１月号



十
二
月
じ
し
ん
が
お
お
く
て
こ
わ
す
ぎ

る

香

音

か
く
れ
ん
ぼ
早
く
見
つ
け
て
冬
の
昼

優

愛

冬
の
朝
起
き
る
の
つ
ら
い
眠
す
ぎ
る

も

み

じ

冬
林
檎
鍋
に
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
り
ん
ご
だ

　

　

　

　

　

　

　

ミ

カ

サ

マ
ス
ク
し
て
メ
ガ
ネ
が
く
も
る
冬
の
朝

　

　

　

　

　

　

　

織

田

信

広
報
文
芸
コ
ー
ナ
ー

作　

川
柳
鶴
田
吟
社
、
鶴
田
短
歌
会
、
た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ

松

山

裕

子

■�

鶴
田
短
歌
会　

事
務
局　

棟
方
文
雄

　

☎ 

０
１
７
３
（
22
）
５
１
０
３

川
柳
鶴
田
吟
社
十
二
月
句
会
作
品

血
圧
が
バ
ラ
ン
ス
取
れ
ず
日
々
い
ら
い

ら

成
田
あ
き
子

加
速
す
る
月
日
の
流
れ
乗
り
遅
れ

下
山
ゆ
め
子

サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
迷
路
を
ま
だ
歩
く

工
藤
り
ん
子

冬
も
ま
た
朝
日
に
元
気
も
ら
っ
て
い
る

田

中
　

薫

身
に
付
け
た
手
職
暮
ら
し
の
武
器
に
す

る

香

田

龍

馬

妻
と
母
ご
機
嫌
と
っ
て
我
が
家
あ
り

阿
部
ひ
ろ
ゆ
き

な
さ
け
な
い
政
府
に
つ
ま
ら
な
い
野
党

佐

藤

倫

生

見
送
っ
て
夕
陽
に
聞
い
た
明
日
の
こ
と

菊

地

志

樹

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ
十
二
月
作
品

鶴
田
短
歌
会
十
二
月
作
品

面
会
の
わ
れ
に
や
さ
し
く
笑
み
て
い
る

妻
は
ホ
ー
ム
に
暮
ら
し
て
四
年

棟

方

文

雄

神
社
で
の
銀
杏
大
木
葉
の
き
れ
い
下
に

広
が
り
眺
め
て
通
る

奈

良

鉄

子

「
津
軽
富
士
」
頂て

っ
ぺ
ん上

し
ろ
き
平
野
で
は

天そ
ら

を
見
な
が
ら
稲
刈
り
急
ぐ

　

　

　

　

　

　

永

沢

忠

義

や
わ
ら
か
な
晩
秋
の
陽
に
木
蓮
は
い
ぶ

し
銀
色
美
し
く
在
り

　

　

　

　

　

　

三

浦

悦

子

四
月
に
は
新
入
学
の
孫
背
負
う
深
緑
色

の
ラ
ン
ド
セ
ル
届
く

12月31日現在（前月比）

人口 11,226 人 （－ 20 人）

男 5,238 人 （－ 10 人）

女 5,988 人 （－ 10 人）

世帯  5,267 （－ 7）

出生 1 人 転入 19 人

婚姻 0 組 転出 17 人

死亡 22 人

（12月届出分：敬称略）

※�この欄に載せたくない方は、

届け出の際に戸籍住民係へ

申し出てください。

町 　 名 死亡者名 年齢

胡 桃 舘 木村　リエ 85

公園通り 神　ハルヱ 92

みどり町 石川　利春 89

米 元 中野　ツヱ 89

桜 町 神　　健三 95

桜 町 花田　てつ 87

西瀬良沢 髙橋　正勝 77

稲 川 澁谷安希子 62

胡 桃 舘 伊藤　則子 93

野 木 田澤　良永 90

木 筒 秋庭　ミチ 81

菖 蒲 川 田中フサエ 92

相 原 町 木村　マコ 89

新 田 子 齋　　博行 74

田 中 町 花田　聖子 73

境 奈良　　明 93

ごめい福を祈ります

※�住民票や戸籍証明書の発行、

戸籍の届け出の際には、本

人確認が必要です。

　�窓口にお越しの際は、運転

免許証、マイナンバーカー

ドなどの写真付きの本人確

認ができるものをお持ちく

ださい。

お誕生おめでとう

町　 名 氏　　名 保護者

西瀬良沢 釜萢　さえ （耕成） 

戸 籍 の 窓

確
か
め
て
三
回
正
す
イ
エ
ス
ノ
ー

工
藤
ま
さ
ひ
ろ

遊
び
た
い
宿
題
た
く
さ
ん
冬
休
み

誠

也

早
く
来
い
今
年
も
サ
ン
タ
来
る
の
か
な

　

　

　

　

　

　

　

さ

く

ら

も
う
一
枚
毛
布
を
掛
け
て
目
を
閉
じ
る

　

　

　

　

　

　

　

　

落

葉

ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
る
オ
ペ
ラ
ク
リ
ス

マ
ス

樹

気
嵐
や
あ
ま
ね
く
光
白
鳥
へ

　

　

　

　

　

　

刃

心

■�

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ　

事
務
局　

　

☎ 

０
１
７
３
（
22
）
６
３
４
１

　ふとしたことから出会っ

た3人がそれぞれの事情と

向かい合いながら成長して

いく切なく美しい物語。

　「第17回小説現代編新人

賞受賞」青森県生まれの期

待の作家‼

右から二番目の星へ
著 ： 水庭　れん

公民館図書室情報局

＼新着本の紹介／

・ 雨宿り /　著：宮本紀子

・ �愛の国 /著：中川可穂

・ 青い翅 /著：吉永南央

・ �村上海賊の娘 （上 ・ 下） /

　著：和田竜

・ �イン ・ ザ ・ レイン /著：山下貴光
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１月の町税等納期

○上下水道料金 １月分　 【1/21(水）】

○町営住宅使用料 １月分【1/26(月）】

○後期高齢者医療保険料 ７期　　　　

 　　　　　　　　　　 　【2/2(月）】

※【　　】納期限日

　口座振替を利用していない方は、手

続き簡単で便利な口座振替のご利用を

ご検討ください。

行政 ・ 人権相談

　町では、町民の皆さんの行政に対

する意見や要望、日頃生活する上で

の困り事など、さまざまな内容の相

談を受けるための行政相談と人権相

談を行っています。

■期　　　日　2月10日（火）

■相談時間　午前10時〜午後3時　

■場　　　所　�国際交流会館101会議室

　

日
本
人
小
学
生
１
３
０
名
、

　

外
国
人
小
学
生
５０
名

▽
参
加
費

　

１９
万
８
千
円

▽
締
切
日

　

令
和
８
年
３
月
５
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

　

市
町
村
と
連
携
し
て
生
活
再
建
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者
信
用

生
活
協
同
組
合
に
よ
る
無
料
相
談
会

で
す
。

▽
実
施
日
時

　

２
月
２８
日
（
土
）
10
時
～
16
時

▽
場
所

　

�

信
用
生
協
弘
前
事
務
所

　

（
弘
前
市
城
東
４-

５-

１
）

▽
対
象
の
相
談

　

・
お
金
の
問
題
（
多
重
債
務
等
）

　

・
遺
産
相
続

　

・
不
動
産
売
買

　

・
税
金
等
公
共
料
金
の
滞
納

　

・
Ｄ
Ｖ
、
離
婚
問
題

　

・�

く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事

▽
相
談
料

　

無
料
（
事
前
予
約
が
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

信
用
生
協　

弘
前
事
務
所

　

☎ 

０
１
２
０
（
１
０
２
）
３
５
４

　

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
指
名

競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
の

定
期
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象

　

同
企
業
団
が
発
注
す
る
次
の
業
種
に

つ
い
て
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
し
よ

う
す
る
者
お
よ
び
随
意
契
約
の
方
法
に

よ
り
契
約
の
締
結
を
希
望
す
る
者

　

①
建
設
工
事

　

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

　

③
業
務
委
託

　

④�

製
造
の
請
負
・
物
件
の
買
入
・
そ

の
他
の
契
約

▽�

受
付
期
限

　

�

令
和
８
年
２
月
２７
日
（
金
）
ま
で

▽�

有
効
期
間

　

�

２
年
間
（
令
和
８
年
９
月
１
日
～

　
　
　
　
　

令
和
10
年
８
月
31
日
）

▽�

提
出
方
法

　

�

郵
送
ま
た
は
宅
配
便
（
信
書
扱
い
）

▽�

資
格
審
査
の
結
果

　

審
査
の
結
果
は
、
令
和
８
年
９
月

上
旬
頃
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

※�

詳
細
は
、「
津
軽
広
域
水
道
企
業

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
北
事
業
部　

総
務
課

　

☎
０
１
７
３
（
25
）
２
７
１
１

　

津
軽
事
業
部　

総
務
課

　

☎
０
１
７
２
（
52
）
６
０
３
３

　

官
公
庁
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
、
建
設
業
法
に
基
づ
く
決
算
等
届
出
、

建
設
業
許
可
申
請
、
所
得
税
確
定
申
告

　

書
類
審
査
・
面
接
試
験

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

☎
（
内
線
２
５
２
）

　

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、「
第
５０
回
記
念
ち
び
っ
こ
探

検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容

　

ヨ
ロ
ン
島
の
美
し
い
自
然
の
中

で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
民

宿
で
の
共
同
生
活
や
野
外
活
動

▽
研
修
先

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

▽
日
程

　

令
和
８
年
３
月
27
日
～
４
月
２
日

　

（
６
泊
７
日
）

▽
定
員

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
職
種

　

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー　
　

１
名

▽
任
用
期
間

　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　

令
和
９
年
３
月
31
日

▽
募
集
期
限

　

令
和
８
年
２
月
10
日(

火)

必
着

▽
申
込
書
類

　

申
込
書
類
お
よ
び
募
集
要
項
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▽
申
込
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
鶴
田

町
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
」
に
、

所
定
の
事
項
を
入
力

▽
選
考
方
法

　町の防災行政無線では、災害情

報や町のイベント情報などを町民

の皆さまに周知しています。

　放送内容が聞き取れなかった場

合、下記の方法で確認できます。

防災無線を聞き逃したら！

◆電話で確認

　☎ ： 0173-23-2333
◆町ホームページで確認

　http://www.town.tsuruta.lg.jp/

県
税
納
税
証
明
書
の
お
知
ら
せ

「解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に
行
こ

う
！
」
相
談
会

会
計
年
度
任
用
職
員
を募

集
し
ま
す

小
学
生
の
た
め
の
春
休
み
国
内
交

流
事
業　

参
加
者
募
集

津
軽
広
域
水
道
企
業
団　

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
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 【有料広告】	

養
育
費
の
取
決
め
を
し
て
い
な
く
て

も
、
一
定
額
の
法
定
養
育
費
を
請
求

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

話
し
合
い
で
ま
と
ま
ら
な
い
場
合

は
、
家
庭
裁
判
所
の
手
続
を
利
用
し

て
解
決
を
図
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
手
続
案
内
や
申
立
書
に
つ
い
て

は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
る
内

容
を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
特
設
ペ

ー
ジ
「
離
婚
と
子
ど
も
を
め
ぐ
る
新

し
い
ル
ー
ル
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
地
方
裁
判
所 

総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
５
４
２
１

　

例
年
、
３
月
中
旬
か
ら
３
月
末
は

自
動
車
の
検
査
や
登
録
の
手
続
き
が

集
中
し
、
窓
口
や
駐
車
場
が
大
変
混

み
合
い
ま
す
。

　

自
動
車
等
の
移
転
登
録
（
名
義
変

更
）、
抹
消
登
録
等
の
手
続
き
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
、

　

ま
た
、
各
種
の
登
録
手
続
き
に
必

要
な
書
類
等
の
案
内
は
、
青
森
運
輸

支
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
自
動
車
検
査

登
録
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
自
動
車
手
続
き
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

青
森
運
輸
支
局
（
電
話
案
内
）

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
０
８

等
の
た
め
、
県
税
（
法
人
県
民
税
・
法

人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
、
個
人

事
業
税
等
）
の
納
税
額
ま
た
は
未
納
額

が
な
い
こ
と
の
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、

次
の
書
類
等
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【納
税
義
務
者
本
人

（法
人
の
場
合
は

代
表
者
）
が
交
付
申
請
す
る
場
合
】

①�

申
請
書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②�

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
き
の

公
的
書
類
）

③�

手
数
料
（
１
件
に
つ
き
青
森
県
収

入
証
紙
４
０
０
円
）

【代
理
人
が
交
付
申
請
す
る
場
合
】

前
記
①
③
の
ほ
か
、

④�

委
任
状
（
納
税
義
務
者
本
人
（
法

人
の
場
合
は
代
表
者
）
が
自
署
し

た
も
の
。
申
請
書
「
委
任
に
関
す

る
事
項
」
欄
使
用
可
。）

⑤�

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
顔
写

真
付
き
の
公
的
書
類
）

　

郵
送
に
よ
る
交
付
申
請
も
で
き
ま

す
。
申
請
方
法
は
県
税
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
西
北
県
税
事
務
所　

納

税
管
理
課

　

☎
０
１
７
３
（
34
）
２
１
１
１

　

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
、
改
正

民
法
が
施
行
さ
れ
、
離
婚
後
に
父
母

双
方
を
親
権
者
と
し
て
定
め
る
共
同

親
権
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
離
婚
時
に

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
手
続
き

は
お
早
め
に

離
婚
と
子
ど
も
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル

が
新
し
く
な
り
ま
す
！

【こころの相談窓口】

●よりそいホットライン

　�生活の中で困っていること等、どん

な悩みでもご相談ください。

　☎：0120-279-338（毎日 24時間対応）

●こころの健康相談統一ダイヤル

　�所在地域の公的な相談機関につな

がります。

　☎：�0570-064-556

　（平日 9時～ 16時、18時 30分～ 22時）

● NPO 法人あおもりいのちの電話

　☎：0172-33-7830（毎日12時～21時）

　※�メール相談は「あおもりいのちの

電話」ホームページから入室

【誰かに話を聴いてほしい】

●�鶴田町傾聴ボランティア 「つるりんの

会」 傾聴サロン

　日時 ： �第 1・第 3月曜日（祝日除く）

13時 30分～ 15時　

　場所 ： 鶴遊館 栄養指導室

　☎：0173-22-2111

●対象者 ：

　後期高齢者医療の方

※年度内に1回受診できます。

●健診料 ： 無料

※�ただし、精密検査や治療にかかる

費用は自己負担となります。

●申込方法 ：

　町内の指定歯科医療機関に直接予

約してください。

●持参するもの ：

　マイナ保険証または後期高齢者医

療資格確認書のいずれか

●期間 ： 令和８年３月末まで

【指定歯科医療機関】

　中田歯科医院（22-5577）

　なかじま歯科クリニック（23-1230）

　坂本歯科クリニック（26-1182）

後期高齢者歯科健診のお知らせ

【SNS 相談 （LINE）】

●生きづらびっと

　（NPO 法人ライフリンク）

対応時間：毎日8時～ 22時 30分

QR コード：　　　　

●こころのほっとチャット

　（NPO法人東京メンタルヘルス・スクエア）

対応時間：毎日7時～ 23時 50分

QR コード：

●あおもりけん親子のための相談 LINE

　（青森県こども家庭部こどもみらい課）　

対応時間：平日9時～ 17時

（相談メッセージは 24時間受付）

QR コード：

【どこに相談すればいいかわからない】

●子ども健康課　健康推進係

　☎：0173-22-2111

町の保健だより
： 子ども健康課　健康推進係問

悩みを抱えていたら

相談してみませんか？

（受付22時まで）

（受付 23時まで）

9 広報つるた　No.783



１１９番通報時の例

　災害の通報を受付すると、災害現場近くの消防

署・分署や移動中の消防車、救急車に出動指令が

出され、消防車、救急車が出動します。そのため

現場到着が遅くなることはありません。

　また、共同消防指令センターでは、３消防事務

組合（消防本部）の職員が連携して情報を集約し

災害対応にあたるため、近隣消防本部の部隊に迅

速な応援出動指令を行うことも可能になります。

１１９番通報１１９番通報のの受付場所を弘前市に集約！受付場所を弘前市に集約！

「弘前 ・ 西北五地域共同消防指令センター」 令和８年２月運用開始

　日頃から、火災予防や救急活動にご理解、ご協力いただきありがとうございます。この度、令和８年２

月から 『弘前 ・ 西北五地域共同消防指令センター』（弘前市大字塩分町）の運用が開始されます。

　これまで五所川原地区消防事務組合で受付していた１１９番通報は、弘前地区消防事務組合および鰺ヶ

沢地区消防事務組合と共同運用する共同消防指令センターで受付します。

　３消防事務組合（消防本部）が協力して１つの

消防指令センターを設置し、各市町村の１１９番

通報を一括して受信・指令する施設です。

　高度な消防指令システムを導入することで、迅

速かつ効率的な消防・救急活動が可能になります。

消防車や救急車は消防車や救急車は
どこから来るの？どこから来るの？

　１１９番通報のかけ方はこれまでと変わ

りませんが、共同消防指令センターで受付

する13市町村の中には、 同じ地名があるため、

通報している場所を伝える時には、

　スマートフォンなど位置情報（GPS）オン

にしておくと、通報場所の特定がより正確

かつ迅速になります。落ち着いて、正確に

情報を伝えてください。

１１９番通報時は必ず１１９番通報時は必ず 「鶴田町」「鶴田町」 から住所を伝えてくださいから住所を伝えてください

119番です。

火事ですか？救急ですか？

火事です。（救急です）

住所を教えてください。

鶴田町大字○○字○○、 ○番地です。

（○○アパート○号室です）

指令センターの職員が状況を確認しますので、

質問された内容にお答えください。

問 ： 五所川原地区消防事務組合消防本部 （五所川原市中央４丁目130番地）　☎ ： 0173-35-2023

共同消防指令センターってなに？共同消防指令センターってなに？

共同消防指令センターを構成する消防本部

▶ 五所川原地区消防事務組合

　五所川原市・鶴田町・中泊町

▶ 弘前地区消防事務組合

　�弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・

大鰐町・田舎館村・西目屋村　

▶ 鰺ヶ沢地区消防事務組合

　鰺ヶ沢町・深浦町

必ず 「市町村名」 から必ず 「市町村名」 から

住所を伝えてください。住所を伝えてください。

こちら町の情報局

102026年（令和８年）１月号



放送大学入学生募集のお知らせ放送大学入学生募集のお知らせ

　消費生活用製品のうち、構造・材質・使用状況等からみて、一般消費者の生命または身体に対して特に危

害をおよぼす恐れが多いと認められる製品は、「特定製品」として指定されています。

　特定製品の製造、輸入または販売の事業を行う者は、ＰＳＣマークを付したものでなければ、販売・販売

目的で陳列することができません。

【有料広告】【有料広告】

子供ＰＳＣマークの表示が始まりました

○�放送大学では、「大学を卒業したい」「働きながらスキルアップしたい」「空いた時間を有効に使いたい」

など、それぞれの目的で幅広い年代やさまざまな職業の方が学んでいます。

○�授業はインターネットやBS放送で視聴し、単位認定試験もWEBで受験できます。

詳しい資料を無料でお送りしますので、お気軽にお問い合わせください。

　放送大学では、 2026年４月入学生を募集しています。

※詳しくは、放送大学ホームページ�（https://www.ouj.ac.jp）をご覧ください。

資料請求 （無料） ・ 問い合わせ先 ： 放送大学青森学習センター　☎ ： 0172-38-0500

　12 月 25 日から、乳幼児用ベッドと乳幼児用玩具 （３歳未満向け玩具） に、安全性を示す 「子供ＰＳＣマーク」

の表示が始まりました。

特定製品の規制 （ＰＳＣマーク制度） について

　国が定める技術基準に適合し、 対象年齢と使用上の注意

がきちんと表示されていることを示すマーク

・購入の際、子供ＰＳＣマークがついているか確認してください。

・�12月 25日より前に製造・輸入されたものは、子供ＰＳＣマークをつけずに

販売することができます。

・�子供ＰＳＣマークがついていない時は、日本玩具協会が発行する「ＳＴマーク」

がついているか確認することで、安全性を確認できます。

乳幼児用ベッドや乳幼児用玩具を購入する方へ

乳幼児用ベッドの
子供ＰＳＣマーク

乳幼児用玩具の
子供ＰＳＣマーク

←詳しくはこちら

　（経済産業省ＨＰ）

　出生後 36 月未満の乳幼児が遊

ぶことを目的として設計されたも

ののことを指す

乳幼児用玩具

子 供 Ｐ Ｓ Ｃ マ ー ク子 供 Ｐ Ｓ Ｃ マ ー ク

←放送大学ＨＰ

【出願期限】

2026年３月16日 （月） まで

こちら町の情報局

広報つるた　No.78311



マイナンバーカード休日窓口マイナンバーカード休日窓口

事前予約が必要です。※予約がない日は閉庁します

・ マイナンバーカードの申請 ・ 受取

・ 電子証明書の更新

・ 暗証番号の変更、 再設定

問 ： 住民環境課 戸籍住民係　　☎ ： 0173-22-2111

２月 １4 日 （ 土 ）

9 ： 00 ～ 12 ： 00

予約受付

内

容

次
回
開
催

町の財政状況を見る

町の財政健全化比率などを公表します
　県や市町村の財政を適正に運営することを目的として、平成 19年度決算から財政健全化に関

係する各指標（成績）の公表が法律（財政健全化法）で義務付けられています。

　健全化判断比率の指標を「早期健全化基準」と「財政再生基準」

に照らし合わせて財政状況をチェックするとともに、国民健康保険

事業などの特別会計や水道事業などの企業会計も合わせた決算もチ

ェックして、町の財政状況をより明らかにしようとする法律です。

◇財政健全化法とは 【用語の解説】

実質赤字比率
　�一般会計などの赤字の程度を指標化

し、財政運営の深刻度を示すもの

連結実質赤字比率
　�町の全ての会計の赤字・黒字を合算

し、市町村全体としての赤字の程度

を示す比率

実質公債費比率
　�借入金の返済金などの大きさを指標

化し、財政負担を見るための比率

将来負担比率
　�市町村の借入金や将来支払っていく

可能性のある負債分を指標化し、将

来の負担を示すもの

資金不足比率
　�公営企業の資金不足を、公営企業の

事業規模である料金収入の規模とし

て比較して指標化し、経営状況を把

握するのもの

●早期健全化基準をオーバーすると？

　財政のイエローカードです。財政健全化計画を策定し、計画に基づく財政健全化を行います。

　財政のレッドカードです。財政再生団体となり、事実上破綻となります。財政再生計画を定め、計画に

基づく財政再建に取り組むことになります。総務大臣の許可がなければ地方債の借り入れができなくなり

ます。また、税金や公共料金の増額、住民サービスの見直しをせざるを得なくなります。

財政指標名
令和６年度

決算

早期健全化

基準

財政再生

基準増減値

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ― ― 15.0％ 20.0％

②連結実質赤字比率 ― ― 20.0％ 30.0％

③実質公債費比率 13.6％ 0.9％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 103.1％ -6.2％ 350.0％

     ⑤資金不足比率 ― ― 20.0％

※「ー」は、①②において赤字額がないことを示しています。

　�⑤は、対象会計で資金不足がないことを示しています。

※⑤対象会計：水道事業会計、下水道事業会計

◇健全化判断比率および資金不足比率

●財政再生基準をオーバーすると？

菖蒲川簡易郵便局の

業務受託者を募集

日本郵便㈱東北支社では

　菖蒲川簡易郵便局

　（大字菖蒲川付近）

　の業務受託者を募集しています。
受託者

募集ページ

問 ： 日本郵便㈱　東北支社経営管理部店舗 （簡易局） 担当

　　　☎　022-267-7186

122026年（令和８年）１月号



２月16日（月）～３月 27日（金）※土日、祝日を除く。

贈与税の申告相談は、火・木曜日（２月24日を除き）に行います。

① マイナンバーカードとスマートフォンを使用し、ご自身で申告書等を作成していただきます。

② 当会場で相談を希望される方は、LINEによるオンライン事前予約をお願いします。

③ ②以外の方は、当日会場前で、入場整理券（当日券）を配付します。

④ マイナンバーカードのパスワードをご確認ください。

　　・「利用者証明用電子証明書」（数字４桁）

　　・「署名用電子証明書」（英数字６～16文字）

五所川原税務署からのお知らせ

期 間

場 所 五所川原税務署２階（３月30日（月）以降は、１階事務室で行います）

問 ： 五所川原税務署　個人課税第一部門　☎ ： 0173-34-3136 （※音声ガイダンス 「2」 を押してください）

ＬＩＮＥからＬＩＮＥから
申告相談会の来場予約が可能に申告相談会の来場予約が可能に （試験運用）（試験運用）

町公式

　令和８年２月９日（月）～３月16日（月）に町国際交流会館で行われる町の申告相談会のうち、下記

の期間についてLINEでの来場予約を受け付けます。（電話予約は受け付けません。）

日 月 火 水 木 金 土

15

-
16

-
17

-
18

-
19

○
20

○
21

×
22

×
23

×
24

○
25

○
26

○
27

○
28

×

日 月 火 水 木 金 土

1

×
2

○
3

○
4

○
5

-
6

-
7

-

２２月月 ３３月月

予約可能日 ： 令和８年２月19日(木) ～３月４日(水)※土日、 祝日を除く

※今回は試験運用のため、LINE予約による受付は全申告期間中の9日間のみ実施

・ 1日当たりの予約枠 ： 午前8 ： 30 ～ 12 ： 00の中で30分ごとの７枠
　※LINE予約の場合、営業 ・ 農業 ・ 不動産に関する申告は受け付けません。申告会場へ直接お越しください。

　※申告会場の状況によっては、予約時間どおりにご案内できない場合がありますのでご了承ください。

・ 予約方法 ：

対 象 所得税、消費税、贈与税の申告書を作成される方

申告期限 所得税・贈与税３月16日（月）、消費税３月31日（火）

税の申告書作成会場税の申告書作成会場をを開設します開設します

※予約受付開始 ： 令和８年１月15日から

Step1 Step2 予約完了後

当日受付で、予約画面

を見せてください。

▶▶
町公式LINEメニュー

「施設／来庁予約」

「申告相談予約」を選択

予約をスタート

問 ： 税務会計課 住民税係　☎ ： 0173-22-2111 （内線121）

▶▶町公式LINE

予約受付は

希望日の2日前まで

LINEの友だち追加は

こちらから
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　身体障害者手帳等の交付を受けていない要介護認定高齢者の方を対象に、申請により、身体障害者等に準

ずる方として、障害者控除対象者認定書を交付します。

　認定書の交付を受けることにより、本人または扶養する親族の方が、所得税・住民税の申告をする時に、障

害者控除または特別障害者控除を受けることができます。

対象となる方

【申請方法】

　「障害者控除対象者認定申請書」（福祉介護課または町HPから入手可）に、必要事項を記入し申請して

ください。※認定書は、後日郵送となりますので、お早めに申請してください。

【申請に必要なもの】

　対象者の介護保険被保険者証、申請に来た方の身元を確認できるもの （顔写真付きの公的書類）

申請方法 ・ 必要なもの

次の基準のいずれかに該当する場合に認定を行います。

（障害者控除の適用を受ける年の12月31日現在の要介護認定状況に基づく）

「障害者控除対象者認定書」「障害者控除対象者認定書」 のの申請お忘れなく申請お忘れなく

障害者に準ずる方の認定基準

　要介護1以上に認定されており、かつ要介護

認定資料の主治医意見書に記載されている

　・障害高齢者日常自立度がA以上の方

　・認知症高齢者日常自立度がⅡ以上の方

特別障害者に準ずる方の認定基準

　要介護4以上に認定されており、かつ要介

護認定資料の主治医意見書に記載されている

　・障害高齢者日常自立度がB以上の方

　・認知症高齢者日常自立度がⅢ以上の方

■申請 ・ 問い合わせ先 ： 福祉介護課 介護保険係　☎ ： 0173-22-2111 （内線138）

　町では、人材育成を図るため、経済的な理由により修学が困難な方を対象に、奨学金を貸与しております。

　（所得額等により、貸与が受けられない場合があります）

応募資格

①保護者が鶴田町に住所を有していること

②経済的な理由により修学が困難な人（所得制限あり）

③�大学・短大・高等専門学校・高校に在学中の人または、大学・短大・高等専門学

校・高校に入学予定の人

奨学金の額

大学・大学院 月額 5 万円以内

短大・高等専門学校 月額 4 万円以内

高校 月額 3 万円以内

償還について
卒業後1年間据え置いてから、9年以内で奨学金を

全額返還すること

必要書類

本人 奨学生願書・推薦調書・合格通知書

世帯 所得証明書・納税証明書

連帯保証人 印鑑証明書・所得証明書・納税証明書

申込方法
必要書類（「奨学生願書」・「推薦調書」は教育委員会窓口で配布または町ホームページからダウ

ンロード可）を鶴田町教育委員会へ提出してください。

申込期限 奨学生の申請は、随時受け付けています。

利息はありません

■問い合わせ先 ： 教育委員会 学務総務係　☎ ： 0173-22-2111 （内線213 ・ 214）

町ホームページ内で 「奨学生」 を検索

給付型ではなく貸与型の奨学金です。 返還の計画を立ててお申し込みください。⚠� ⚠�

鶴田町奨学生を募集します！

142026年（令和８年）１月号



おからと野菜のポテサラ風おからと野菜のポテサラ風

　調理時間 10 分で作れる簡単料理です。鮭缶と野菜を多めに使って、お

からをポテトサラダ風にしています。牛乳やヨーグルトを加えているの

で、しっとりとした食感が味わえます。ぜひお試しください。

食改
おすすめ
レシピ

1人分：252kcal／食塩相当量1.1g／野菜の量50g／調理時間10分

地場産品を使った料理/食生活改善推進協議会「みつば会」監修

◆作り方
① �おからを耐熱容器に入れ、ふんわりとラップをかけ、電子レンジ

（500Ｗ）で２分加熱し、粗熱が取れたら、★を上から順に加え混

ぜていく。

② �きゅうりは小口切りにし、塩水（分量外）にさらし、しんなりし

たら水気をしぼる。にんじんはいちょう切りにし、ラップに包み、

電子レンジ（500Ｗ）で２分加熱する。鮭缶は汁気をしぼり、ほぐす。

③ �ボウルに①、②、コーンを入れよく混ぜ、こしょうで味をととの

える。

★ポイント
　加熱したおからに調味料を入れる時は、冷めてから混ぜると良いでしょう。

入れる具材はお好みでたまねぎや、鮭缶の代わりにサケフレークやツナ缶な

ど使ってもおいしくできます。

◎材料 （２人分）

おから …… 80g　 きゅうり … 1/2本

にんじん … 50g　 鮭缶 ……… 1/2缶

コーン（缶） ……………………… 40g

こしょう ………………………… 少々

　 牛乳 …………………… 大さじ 1

　 オリーブオイル ……… 大さじ 1

　 マヨネーズ …………… 大さじ 2

　 めんつゆ（2倍濃縮） …… 大さじ 1/2

　 プレーンヨーグルト … 大さじ 1

★

つるたんつるたん 発売中発売中 !!
♬

※数量限定

価格 ： １体 1,100円（税込）

販売場所 ： 道の駅つるた

　　　　　ここにもあるじゃ

　　　　　ＪＲ陸奥鶴田駅内

サイズ ： 約10cm

ま
ん
ま
る
の
白
い
体

ま
ん
ま
る
の
白
い
体

ち
ょ
こ
ん
と
し
た
赤
い
頭
が

ち
ょ
こ
ん
と
し
た
赤
い
頭
が

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

ぬぬいいぐるみぐるみストラップストラップ

バッグにつけたり飾ったりして、
バッグにつけたり飾ったりして、
身近に置いて可愛がってね♪身近に置いて可愛がってね♪

♪

♬

■問い合わせ先 ：■問い合わせ先 ： 企画交流課 交流係　☎ ： 0173-22-2111 （内線263）企画交流課 交流係　☎ ： 0173-22-2111 （内線263）
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12

６
福祉の輪をつなげていく
令和７年度　鶴田町社会福祉大会

　町社会福祉協議会による「令和７年度鶴田町社会福

祉大会」が開かれ、町民や福祉関係者ら約170人が参

加しました。

　大会では、地域福祉の発展に貢献された25個人・6

団体に顕彰状や感謝状が贈られました。受賞者を代表

して永澤悦子さんが「今回の表彰を励みに、これから

も微力ながら活動を続けていきたい」と謝辞を述べま

した。

　このほか、福祉作文コンクールで最優秀賞を獲得し

た受賞者による作品朗読などが行われました。

　当町が友好交流協定を結ぶ鹿児島県さつま町で「第

４回さつま町産業祭＆ＪＡ農業祭」が開催されました。

　さつま町の町制施行20周年記念も兼ねて開催され

たイベントでは、「鹿児島県黒牛大特価セール」や「町

内産新米大特価セール」のほか、当町の道の駅つる

た「鶴の里あるじゃ」が出店し、りんごやりんごジ

ュース、にんにくを販売しました。

　当日は約14,600人の来場者で賑わい、当町のブー

スにもオープンから多くの買い物客が訪れ、青森の

旬の味を買い求めていました。

さつま町の産業祭＆農業祭に出店
第４回さつま町産業祭 & ＪＡ農業祭

11

16

　児童が家庭からりんごを持ち寄る「りんご一籠運動」

が鶴田小学校で行われました。

　町では毎年、地域の生産者からりんごを提供してい

ただき、11月から２月頃まで町小中学校給食で地元の

りんごを提供しています。

　りんご入りの手籠を持って登校した児童たちは出迎

えた先生たちに元気よくあいさつした後、玄関前に設

置されたコンテナに一つ一つ丁寧に移し替えていまし

た。この日は27人の児童が９箱分（180kg）のりんご

を提供してくれました。

籠いっぱいのりんごを持って登校
鶴田小学校　りんご一籠運動

12

９

りんご籠を持って登校する児童たち

顕彰状を受け取る受賞者

旬の新鮮なりんごを目当てに多くの買い物客が訪れました

　今年の冬は昨年とは異なり雪が少なく、温かいので過ごしやすい

日が続いていますね。「除雪が間に合わないほどの大雪だったら関東

に帰ります」なんて冗談を役場の人に言ったら苦笑いをされました。

　余談はさておき、みなさん 2025 年はどのような年でしたでしょう

か？私は師匠に任された園地のスチューベン栽培と購入した空き家

のリフォームに追われる年でした。リフォーム自体は協力隊の活動

ではないのですが、鶴田町に定住するにあたり必要なものだったの

で、仕事時間外や休日で活動しました。ただ、ぶどうもリフォームを

待ってはくれず、芽搔きしながら家を買い、枝を結束しながら床を張

り替え、花が咲いたら壁を作り、実の形を整えながら作業場を修理

し、収穫しながらペンキを塗る。そして今に至りますが、今年はもう

少し余裕をもって活動しようと思った今日この頃です。

Vol.100（筆：帶川 匠）

地域おこし協力隊とは

　人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の

人材を「地域おこし協力隊員」として町が委嘱。隊員には、地

域おこし支援や地域協力活動を行っていただき、その地域への

定住・定着を図る取組。
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広報に掲載したあなた（家族）の写真を差し上げます。希望する人は、企画交流課計画係（☎0173-22-2111）へ連絡してください。

　町国際交流会館で、國學院大學人間開発学部子ども支

援学科教授の鈴木みゆき氏を講師として招き、健康づく

り講演会が行われました。

　講演会では、「子どもと大人の健康づくり～早寝・早

起き・朝ごはん～」と題し、現代の子どもを取り巻く状

況と背景を踏まえた子どもの生活リズム改善策を紹介。

睡眠による脳への影響は大きく、子どもの成長・発達に

必要なホルモン分泌や意欲、感情のコントロールのほか、

認知症にも関係していることを解説。子どもの頃から生

活習慣を整えることがいかに大切かを講話されました。

健康づくりは子どもの頃から
令和７年度　健康づくり講演会

12

14

講演を行っている鈴木みゆき先生

12

25
地域活性化に役立てほしい
企業版ふるさと納税　寄附受納式 ・ 感謝状贈呈式

　（株）マエダから、企業版ふるさと納税※でご寄附を

いただきました。

　町役場で行われた式では、前田大志代表取締役専務

から寄付金100万円の目録が手渡されたほか、（株）マ

エダへ町から感謝状を贈呈いたしました。寄附金は同

企業の選んだ「雇用の場をつくり、地域産業を支える

人財を確保する事業」に活用されます。

※�企業版ふるさと納税とは、国が認定した地方公共団

体の地方創生事業に対し、企業が寄附を行った場合

に法人関係税から税額控除する仕組み前田専務（左）から相川町長へ目録が手渡されました

　鶴田町観光協会（蒔苗愛子会長）と町赤十字奉仕団

（宮本はる枝委員長）が、富士見湖パークを訪れる人々

に利用してもらおうと、鶴の里振興公社に車いす１台

を寄贈しました。

　車いすは「鶴の舞橋秋まつり」のフリーマーケット

の売り上げや募金などを使って購入。「ここにもある

じゃ」前でセレモニーが行われ、蒔苗会長と宮本委員

長が、道の駅つるたの一戸駅長へ目録を贈呈しました。

蒔苗会長は「４月には鶴の舞橋の改修工事が完了し、

多くの人が訪れると思うので、その際に活用してほし

い」とあいさつされました。

車いす寄贈で観光支援
町観光協会 ・ 赤十字奉仕団　車いす寄贈

12

23

一戸駅長（左）に目録を手渡した蒔苗会長（中央）と宮本委員長

　今年もよろしくお願いいたします。選果→出荷の毎日で運動不足気味です

が、移住して知った「室内縄跳び」を実施中。千葉で育った私も小学生の頃は

縄跳びをしましたが、室内で跳んだ覚えはなく、小石が足や顔に当たって痛

い、風に縄がとられるなどの記憶があります。室内だとスムーズに跳べてい

いですね、雪深い地方に合った冬のスポーツだなぁと思いました。

　今年も元町弥生会にて弥生画のお手伝いをさせて頂きました。小さなス

ペースですが今年の収穫のお礼と、来年の五穀豊穣を願って一粒一粒祈りを

込めて豆を貼り付けました。

　最近、朝通学する子供に「手袋履いた？」と自然に聞くようになりました

が、はじめ「手袋を履く」という表現を聞いたときは耳を疑いました。頭の中

では手袋を靴下のように履こうとする映像が浮かびましたが、今では「履く」

があたりまえになりました。

Vol.101（筆：葛西あゆみ）

▲弥生画の制作に取り組む葛西さん

Facebook

　地域おこし協力隊の

活動内容は、各種 SNS

でも確認することがで

きます。
Instagram
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ょ
う
。

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
一
、��

仕
事
に
誇
り
を
も
ち
、
生
産
を
高
め

仕
事
に
誇
り
を
も
ち
、
生
産
を
高
め

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
一
、��

年
よ
り
を
い
た
わ
り
、
若
い
力
を
伸
ば
し

年
よ
り
を
い
た
わ
り
、
若
い
力
を
伸
ば
し

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
一
、��

教
育
を
す
す
め
、
創
意
を
生
か
し

教
育
を
す
す
め
、
創
意
を
生
か
し

文
化
の
花
咲
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

文
化
の
花
咲
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

鶴
田
町
民
憲
章

鶴
田
町
民
憲
章

写真撮影／神　秀次郎さん （鶴田写真クラブ）


